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背景と目的

高緯度・高標高域にある長野県や東北地方において、
松くい虫による森林被害が深刻化している。防除には
被害分布をつかむこと、最前線の感染木を的確に防除
することが被害まん延に有効である。

地域連携を結ぶ松本市から松枯れ被害が拡大し、最新
のリモートセンシング技術による被害把握の要請を受
けた。本年5月より㈱信州TLO通して技術開発を開始。

先端的なリモートセンシング技術で広域の森林を対象
に
安価な費用で、全域又は任意の範囲において高精度な
松くい虫の被害区分算定方法及び被害区分算定装置を
提供する。 2

目的

背景



松枯れ被害林分の現地写真
松本市四賀地区
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上：全枯れの激害地
左：被害の最前線
被害木と健全木が混在

松枯れ被害区分の作成と技術支援
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人工衛星・航空機画像

小班別の被害木本数と被害率の算
定

被害の進捗を把握 防除エリアの選定

被害区分図 健全木・被害木

現地調査

松くい虫の被害対策技術の確立

市町村に提供 フィードバック



松枯れ被害区分方法
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人工衛星画像
(4バンド,2015)

航空レーザ計

測 (2015-2016)

航空写真
(3バン
ド,2013)

被害面積
被害木本数・被害率算定

材積推定

樹高モデル
作成

被害区分図
作成

被害区分図
作成

現地調査・分光反射測定

経年変化把握

現地調査
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四賀地区東側道路沿いに30mｘ
38mのプロットを8月末に設置
• 立木位置
• 胸高直径
• 被害の進行度
• 伐根の位置



なぜ、人工衛星で区分できるのか
健全葉と松枯れ枯損葉と感染葉の分光反射特性
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地上の分光反射測定で健全葉、
枯損葉(茶)、感染葉(黄緑)で反
射特性が異なることを確かめ
た

新技術① 被害区分図の作成

8松本市四賀地区全体 1本単位で健全木と被害木を表示

□を拡大すると詳細な被害区分



新技術② 区域ごとの被害本数の算定
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四賀地区全域で小班（森林施業単位）ごとに高精度にアカマツの健全木と被害木を半自動で算
定

被際率林班・小班

場所を特定する→林班・小班（森林施業単
位）
お宅の山で被害が発生を知らせる

被害の進展を特定する→被害率を算定

市町村の担当職員が最も知りたい情報を提供する

市町村の対応： 防除する人の手が及ばない山奥で被害が急拡大している。松くい虫に
よる森林被害対策は行政的な予算対応が限られていること、少人数の市町村職員で広域
の森林域で道から離れた森林の様子をカバーすることが困難であり、被害の現状や被害
の進行（最前線）に対応できず、被害のまん延が進んでいる。

新技術③ 被害木本数と被害率区分図

10松本市四賀地区 小班ごとに半自動カウン
ト

被害率の高い小班を色分け表示

被害率区分図



被害を図化することで、被害対策に生かす
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今まで、標高８００ｍ以上には、松くい虫被害は拡大しな
いと言われていたが、等高線1000ｍ（白線）以上にも被害
拡大

応用事例－1

経年変化技術で被害の進行度をとらえる
2013年に被害無しから、2015年に被害発生
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2013年 航空写真で被害な
し

2015年 当該技術による被害区分図

応用事例－2



新技術の開発

被害の最前線を高精度に把握し、詳細な被害量を市町村に提供する。

１．加藤教授は世界レベルで活躍しており、海外のトップレベルの研究者

と国際共同研究で、航空レーザ計測の最先端技術と融合し、国際的に

オリジナルな被害木を1本単位で樹高と被害材積量を算定する方法を

開発する。これによって、現地調査が軽減され、安全かつ高精度で被

害対策事業の立案が可能になる。

２．被害の最前線を高精度に把握するため、被害木を２種類に区分する技

術開発に取組む。多チャンネルの高分解能光学から1本単位で被害の

感染木（当年生被害木：葉が黄緑に変色し元気のない松）と枯死木

（前年度被害木：葉が茶色で枯れた松）の樹冠と本数を高精度に半自

動抽出する。

最前線の感染木を抽出できれば、迅速な被害対応が可能となる。
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研究の社会貢献と学術的インパクト

•松本市と同様に松くい虫被害に悩む他市町村
やコンサルから問い合わせがきており、新技
術開発によって、市町村の求める緊急性の高
い松くい虫被害対策に有効な技術開発である。

•松くい虫被害は北米、韓国、中国などアジア
各国でも大きな問題であり、諸外国の森林に
も応用可能なことから，当該技術を産業財産
権として登録して、日本が先導する国際共同
研究に貢献する。
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